




















世紀前半に活動したイタリア人バレエ教師のカルロ・ブラジス Carlo Blasis（1803 ～ 1878）が著し、
1828 年から 30 年にかけてロンドンで英訳されて出版された『テルプシコールのコード The code of 
Terpsichore』は、その代表例として挙げられよう。しかし、ブラジスの著作に含まれる譜例の数は、
本論で取り上げるサン＝レオン 3）の『ダンスの練習帳』とは比較にならないほど少なく、音楽面の考
1）　ダンス教師については「メートル・ア・ダンセ Maître à danser」と呼称することもある。また、ダンスの中でも特にバレ
（註 5 参照）あるいはバレエの指導をする者については、「メートル・ド・バレエ」と呼ばれることが多い。後者に関しては、
パリ・オペラ座バレエ団の指導者として、公演の練習を指導する責任者の役職名としても用いられる。
2）　19 世紀のヨーロッパ、特にフランスとロシアにおけるバレエ公演のリハーサルは、主に弦楽器 2 名（ヴァイオリンまたは
ヴィオラのトゥッティ奏者が多い）によって伴奏されていた。この点については、以下の拙論文を参照のこと。永井玉藻「19
世紀後半のパリ・オペラ座におけるバレエ伴奏者―フランス国立文書館及びオペラ座図書館の資料に見る実態―」『音楽
















Chorégraphies et musiques de divers ballets et exercices』は、既存のバレエ作品で踊られるパ・ド・

















期は 1830 年から 1835 年の間、とのことである。F-Po: Res-1140.
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ヴェストリス Auguste Vestris（1760 ～ 1842）、ルイ・デュポール Louis Duport（1783 ～ 1853）、ジュ





















誕生年が 1767 年である可能性を指摘した（Noll-Hammond 1992: 321）。一方、2006 年の論考では、彼女はアイヴァ・ゲスト






て知られるシュトゥットガルトは、16 世紀から 1805 年まではヴュルテンベルク公国の首都として、








近代バレエの祖とされるジャン＝ジョルジュ・ノヴェール Jean-Georges Noverre（1727 ～ 1810）が










財政面の調整ののち、1819 年 4 月以降に宮廷がウィーンとベルリンに適任者の問い合わせをしたと
ころ、白羽の矢が立ったのがサン＝レオンだったのである。
1 − 3．シュトゥットガルトにおけるサン＝レオンの職務状況














程度のものだったのかは明らかではないが、宮廷は 1820 年 6 月 27 日にサン＝レオンに対し、ヴィ
ルヘルム王が現在の契約終了後にサン＝レオンを再雇用する意思はないことを知らせた。そのため、
サン＝レオンは 1821 年 9 月にパリへ戻る。
　翌 1822 年の 3 月、サン＝レオンは再びヴュルテンベルク家の宮廷との契約を目指して交渉を始め、
最終的には、王の子供たちのダンス教育のためにシュトゥットガルトでの再勤務が決まった。彼の





　そこでサン＝レオンは、前年の 9 月 17 日に生まれたばかりの 1 歳の息子シャルル＝ヴィクトー

















ンス国立図書館の記述によると、いずれも縦 19.5 センチ、横 16.5 センチという小ぶりのノートであ
る。ノートの製造所に関する情報などは特に資料には記されていないが、3 冊目のノートの表紙には、
馬にまたがる騎士の絵が描かれている。また、それぞれのノートには資料の作成年代を明らかにす
る記述があり、1 冊目のノートには「1829 年の第 1 の練習帳 1er Cahier Exercices de 1829」、2 冊
目には「1830 年の第 2 の練習帳 2eme Cahier Exercices de 1830」、3 冊目には「1830 年のヴュルテ
ンベルク家王女殿下のための練習帳　Cahier d’Exercices Pour L.L.A.A. Royalles les Princesses de 
Wurtemberg 1830」と記されている。フランス国立図書館のデータベースでは、この 3 冊目のノー
トの記述に基づき、データベース上の資料名称を記している。以下、本論では 1 冊目の 1829 年のノー
トを「第 1 の練習帳」、2 冊目の 1830 年のノートを「第 2 の練習帳」、3 冊目のヴュルテンベルク家
の子女のためのノートを「第 3 の練習帳」とする。
　ノル＝ハモンドが指摘するように、この 3 冊に記されたアンシェヌマンの難易度はノートによっ
て異なっており、第 3 の練習帳よりも第 1 および第 2 の練習帳の方が、プロフェッショナルを目指
す者や、あるいはすでにプロとして踊っているダンサーの技術レベルやトレーニングを視野に入れ

































　ヴュルテンベルク家の子女たちのために書かれた第 3 の練習帳に書かれた音楽の半数以上は、第 1
および第 2 の練習帳に記された音楽の再録だが、本論では、サン＝レオンが 3 冊のノートに記した
音楽の全体像を把握するため、同一の曲でも第 3 の練習帳で再録された場合には新たに 1 曲として
カウントし、合計 111 曲を考察の対象とした 9）。以下ではその音楽的内容を精査する。
2 − 2．1829 年の第 1 の練習帳
　サン＝レオンによって書かれたタイトルから、1829 年に作成されたと思われるこの第 1 のノート




（ 1 ）N°31　4 分の 2 拍子、G-dur。「adagio」の速度表示がある。
（ 2 ）N°1 　2 分の 2 拍子、h-moll。
（ 3 ）N°1bis　4 分の 2 拍子、G-dur。「bis」とあるが、N°1 とは大幅に内容が異なる。
（ 4 ）N°2bis　4 分の 2 拍子、G-dur。「Lent」の速度表示がある。「bis」とあるが、N°2 とは大幅に
内容が異なる。
（ 5 ）N°2　4 分の 3 拍子、D-dur。
9）　第 3 の練習帳で再録された曲を省いた場合、サン＝レオンの 3 冊の『ダンスの練習帳』に含まれる曲数は 83 曲である。
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（ 6 ）N°3　4 分の 3 拍子、G-dur。
（ 7 ）N°4　4 分の 2 拍子、G-dur。
（ 8 ）N°5　4 分の 3 拍子、G-dur。
（ 9 ）N°6　2 分の 2 拍子、Es-dur。
（10）N°7　8 分の 6 拍子、C-dur。「Lent」の速度表示がある。
（11）N°8　4 分の 3 拍子、C-dur。
（12）N°9　4 分の 2 拍子、F-dur。
（13）N°10bis　2 分の 2 拍子、G-dur。「bis」とあるが、N°10 とは大幅に内容が異なる。
（14）N°11bis　4 分の 2 拍子、F-dur。「andante」の速度表示がある。「bis」とあるが、N°11 とは
大幅に内容が異なる。
（15）N°12bis　4 分の 4 拍子、D-dur。曲頭に「adagio」、中間に「allegretto」の速度表示がある。「bis」
とあるが、N°12 とは大幅に内容が異なる。
（16）N°10　2 分の 2 拍子、C-dur。
（17）N°11　2 分の 2 拍子、F-dur。
（18）N°12　4 分の 2 拍子、F-dur。
（19）N°13　4 分の 3 拍子、d-moll。
（20） N°14bis　4 分の 3 拍子、C-dur。「Lent」の速度表示がある。「bis」とあるが、N°14 は第 1 の
練習帳、第 2 の練習帳ともに存在しない。
（21）N°15　8 分の 6 拍子、C-dur。
（22）N°16　4 分の 2 拍子、B-dur。
（23）N°17　4 分の 2 拍子、D-dur。
（24）N°18　4 分の 3 拍子、F-dur。
（25）N°19　4 分の 2 拍子、A-dur。
（26）N°20　2 分の 2 拍子、A-dur。「Lent」の速度表示がある。
（27）N°21　4 分の 2 拍子、A-dur。
（28）N°22　4 分の 2 拍子、D-dur。繰り返しを含めないで 40 小節あり、第 1 の練習帳の中で最長
の曲である。
（29）N°23　4 分の 2 拍子、F-dur。
（30）N°24　4 分の 2 拍子、G-dur。
（31）N°25　2 分の 2 拍子、a-moll。
（32）N°26　4 分の 2 拍子、C-dur。
（33）N°27　4 分の 2 拍子、B-dur。
（34）N°28　4 分の 2 拍子、B-dur。
（35）N°29　8 分の 6 拍子、G-dur。
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（36）N°30　4 分の 3 拍子、D-dur。「andante」の速度表示がある。
2 − 3．1830 年の第 2 の練習帳
　第 2 の練習帳にも、第 1 の練習帳と同じ要領で、下記の 26 曲が書かれている。
（ 1 ）N°32  8 分の 6 拍子、C-dur。
（ 2 ）N°33　4 分の 3 拍子、B-dur。
（ 3 ）N°34　4 分の 3 拍子、A-dur。
（ 4 ）N°35　2 分の 2 拍子、c-moll で始まり、途中で C-dur に転調。
（ 5 ）N°10　2 分の 2 拍子、C-dur。第 1 の練習帳の (16) と同じ「N°10」の番号を振られているが、
曲の内容は全く異なる。
（ 6 ）N°36　4 分の 3 拍子、B-dur。
（ 7 ）N°37　4 分の 2 拍子、A-dur。
（ 8 ）N°38　4 分の 2 拍子、D-dur。「andante con moto」の速度表示がある。
（ 9 ）N°39　4 分の 2 拍子、D-dur。
（10）N°40　4 分の 2 拍子、F-dur。
（11）N°41　8 分の 3 拍子、e-moll。
（12）N°42　4 分の 3 拍子、C-dur。「adagio」の速度表示がある。曲頭に「air du début de Mlle 
Gosselin. 〔解読不可〕commence le développer」の記載がある。
（13）N°43　4 分の 3 拍子、d-moll。この（13）から（17）までは、ひとまとまりのクープレと考えられる。
（14）「2nd C」。4 分の 3 拍子、F-dur。
（15）「3m C」。4 分の 3 拍子、d-moll。
（16）「4m C」。拍子の指示はないが、4 分の 3 拍子で書かれている。d-moll。
（17）「5m C」。拍子の指示はないが、4 分の 3 拍子で書かれている。d-moll。
（18）N°44　8 分の 6 拍子、G-dur。
（19）N°45　8 分の 6 拍子、G-dur。
（20）N°46　4 分の 2 拍子、B-dur。曲頭に「Cosaque」の記載がある。
（21）N°47　2 分の 2 拍子、F-dur。
（22）N°48　4 分の 2 拍子、B-dur。曲頭に「air」の記載がある。モーツァルトのオペラ《フィガロ
の結婚 Le nozze di Figaro》より、第 1 幕のケルビーノのアリア〈恋とはどんなものかしら Voi 
che sapete〉からの引用。
（23）1er variation du n°40　4 分の 2 拍子、F-dur。バレエ《リーズの結婚 La fille mal gardée》第
2 幕で演奏される、〈タンブール・ド・バスクのダンス（アリア・コン・ヴァリアツィオーニ）
Danse au tambour de basque (Aria con variazioni) 〉からの引用。
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（24）「2me var.」。4 分の 2 拍子、F-dur。（23）と同様に、《リーズの結婚》の〈タンブール・ド・バ
スクのダンス〉からの引用。
（25）「3me var.」。4 分の 2 拍子、F-dur。（23）および（24）と同様に、《リーズの結婚》の〈タンブー
ル・ド・バスクのダンス〉からの引用。
（26）番号なし。4 分の 2 拍子、G-dur。
2 − 4．1831 年の第 3 の練習帳
　第 3 の練習帳である「1830 年のヴュルテンベルク家王女殿下のための練習帳」において、文字に
よるトレーニング内容の説明とともに記された音楽のインチピットの中には、後半の楽譜集には記
載されていないものが 2 曲含まれている。以下では、それらを含めた 48 曲を示す。なお、上述した




（ 1 ）N°1　4 分の 3 拍子、G-dur。「第 1 の練習帳」の N°3 と同一。
（ 2 ）N°2　4 分の 3 拍子、D-dur。「第 1 の練習帳」の N°2 と同一。
（ 3 ）N°3　4 分の 2 拍子、G-dur。「第 1 の練習帳」の N°4 と同一。
（ 4 ）N°3bis　4 分の 3 拍子、F-dur。「第 1 の練習帳」の N°18 と同一。
（ 5 ）N°4　4 分の 3 拍子、C-dur。「第 1 の練習帳」の N°14bis と同一。
（ 6 ）N°5　4 分の 3 拍子、C-dur。「第 1 の練習帳」の N°8 と同一。
（ 7 ）N°6　4 分の 3 拍子、D-dur。「第 1 の練習帳」の N°30 の 16 小節目までと同一。
（ 8 ）N°7　4 分の 3 拍子、G-dur。「第 1 の練習帳」の N°5 と同一。
（ 9 ）N°8-1　4 分の 2 拍子、C-dur。「第 1 の練習帳」の N°26 と同一。
（10）N°8-2　4 分の 2 拍子、D-dur。インチピットは記載されているが、曲全体の譜例は巻末にはない。
（11）N°9　8 分の 6 拍子、C-dur。「第 1 の練習帳」の N°7 の第 17 小節 3 拍めまでと同一。
（12）N°10　4 分の 3 拍子、d-moll。「第 1 の練習帳」の N°13 と同一。
（13）N°12　4 分の 2 拍子、B-dur。「第 1 の練習帳」の N°27 と同一。
（14）N°13　2 分の 2 拍子、A-dur。「第 1 の練習帳」の N°20 と同一。
（15）N°14　4 分の 2 拍子、D-dur。「第 1 の練習帳」の N°22 と同一。
（16）N°17-1　4 分の 2 拍子、F-dur。
（17）N°16　4 分の 2 拍子、B-dur。「第 1 の練習帳」の N°16 と同一。
（18）N°17-2　4 分の 2 拍子、G-dur。「第 1 の練習帳」の N°10bis と同一。
（19）N°8　4 分の 2 拍子、C-dur。「第 3 の練習帳」の（ 9 ）＝ N°8-1 と同一。
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（20）N°18　4 分の 2 拍子、D-dur。インチピットは記載されているが、曲全体の譜例は巻末にはない。
（21）N°13　拍子の記載なし。A-dur。「第 3 の練習帳」の（14）=N°13 と同一。
（22）N°15　8 分の 6 拍子、C-dur。「第 1 の練習帳」の N°15 と同一。
（23）N°14　拍子の記載なし、D-dur。「第 3 の練習帳」の（15）＝ N°14 と同一。
（24）N°3bis　4 分の 3 拍子、D-dur。「第 3 の練習帳」の（ 4 ）の音楽を D-dur に移調したもの。
（25）N°19　4 分の 2 拍子、h-moll。「第 1 の練習帳」の N°1 と同一。
（26）N°8　4 分の 2 拍子、C-dur。「第 3 の練習帳」の (9) および (19) ＝ N°8-1 と同一。
（27）N°20　4分の2拍子、B-dur。「Allemand composée pour le 〔解読不可〕Princesses」の説明がある。
（28）N°21　4 分の 3 拍子、B-dur。「Menuette de la Cour figure de la 〔解読不可〕」の説明がある。
（29）N°22　4 分の 2 拍子、Es-dur。「gavotte de la danse aux manies」の説明がある。
（30）番号なし、4 分の 3 拍子、B-dur。「Menuet Simple figure de la 〔解読不可〕ame」の説明がある。
（31）N°23　4 分の 2 拍子、A-dur。「Autre gavotte de V.」の説明がある。
（32）N°24　4 分の 2 拍子、F-dur。「Gavotte composée par ALéon」の説明がある。
（33）N°25　4 分の 3 拍子、C-dur。「Boleros composé par St Léon」の説明がある。
（34）N°17　拍子については「2」とのみ記載（2 分の 2 拍子）。G-dur。「Exercice」の説明がある。「第
3 の練習帳」の（18）＝ N°17-2 と同一。
（35）N°25　4 分の 3 拍子、e-moll。「Boléros de Million」の説明がある。
（36）N°10, 17「第 3 の練習帳」の（12）=N°10 および（18）=N°17-2 の 2 曲を、一つの練習で続
けて使用。
（37）N°28　8 分の 3 拍子、E-dur。「〔解読不可〕rlla Composée Par StLéon」の説明がある。
（38）N°29　4 分の 2 拍子、C-dur。「Cracovia」の説明がある。
（39）N°30  拍子については「2」とのみ記載（実際には 2 分の 2 拍子）。G-dur。
（40）N°31  4 分の 2 拍子、A-dur。
（41）N°32  4 分の 2 拍子、F-dur。
（42）N°33　拍子については「2」とのみ記載（実際には 2 分の 2 拍子）。G-dur。曲頭に「air」の記
載および「Lent」の速度表示がある。
（43）N°34  4 分の 2 拍子、D-dur。
（44）N°35　4 分の 2 拍子、F-dur。曲頭に「air」の記載がある。
（45）N°36　4 分の 2 拍子、A-dur。「andante」の速度表示がある。
（46）N°37　4 分の 2 拍子、F-dur。曲頭に「air」の記載がある。「第 2 の練習帳」の (23) ＝ 1er 
variation du n°40 と同一。
（47）「1er Va.」。4 分の 2 拍子、F-dur。「第 2 の練習帳」の (24) ＝「2me var.」と同一。






また途中で長調に転調する曲をも含めても、短調の曲は全 111 曲中 13 曲しかない。短調で用いられ
た調性は、数が多い順に d-moll が 7 曲（うち 2 曲は「第 3 の練習帳」で再録された曲）、h-moll が
2 曲（うち 1 曲は「第 3 の練習帳」で再録された曲）、e-moll が 2 曲、a-moll が 1 曲、c-moll が 1 曲
（ただし途中で同主調の C-dur に転調）という内訳である。一方、長調の曲では C-dur、その属調の
G-dur、下属調の F-dur がそれぞれ 20 曲ずつで用いられており、次いで D-dur が 15 曲、B-dur が 12
曲、A-dur が 10 曲で用いられ、最も少ないのが Es-dur の 2 曲である。
　このように C-dur とその属調および下属調の曲が最も多いのは、伴奏楽器であるヴァイオリン
の開放弦を有効活用するためと考えられる。調号が 4 つ付く調の曲をヴァイオリンで演奏すると、
シャープ調では開放弦のうち 2 本、フラット調では 3 本の開放弦が使えなくなるため、4 本の開放弦
を使用できる調に比べると、音階の演奏にも多少の弾きにくさが生じる。調号が 4 つ以上付く調の







曲あることが挙げられる。うち 14 曲は第 3 の練習帳において再掲された曲だが、第 1 の練習帳では


















ラやバレエ作品からの音楽の引用が見られる。具体的には、第 2 の練習帳の 22 曲目に、「N°48」と
して書かれた、モーツァルトのオペラ《フィガロの結婚》第 1 幕でケルビーノが歌うアリア〈恋と
はどんなものかしら〉の歌唱旋律と、第 2 の練習帳の 23 ～ 25 曲目として書かれ第 3 の練習帳に再
掲された、バレエ《リーズの結婚》の第 2 幕で踊られる〈タンブール・ド・バスクのダンス〉の旋
律の引用である。











まざまな変化が加えられてきた。そもそもこの作品が 1789 年 7 月 1 日にボルドー王立劇場において
バレエとして初演された際、音楽は、当時のフランスで親しまれていた 55 曲のエールをつなぎ合わ
せたものだった。その後、1828 年 11 月 17 日には、パリ・オペラ座でジャン＝ピエール・オメール
Jean-Pierre Aumer（1774 ～ 1833）による新たな振付の《リーズの結婚》が初演されることになった。
その際、音楽を担当したフェルディナン・エロルド Ferdinand Hérold（1791 ～ 1833）は、ボルドー
版で用いられた音楽を転用するだけでなく、自身で新たに曲を作って追加したり、当時のパリで流
行していたロッシーニやドニゼッティのオペラなどからアリアの旋律や楽曲を借用したりして、オ
















際立った音楽的特徴を有していることが明らかになった。本論で上げた 3 つの特徴の他にも、3 冊の





















心的に集めた『さまざまなバレエとトレーニングのための振付と音楽 Chorégraphies et musiques de 
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Cahiers d’exercices de danses de Michel Saint-Léon: 
les particularités de la musique pour la classe dans la première moitié du XIXe siècle
Tamamo NAGAI 
　Le but de cet article est d’examiner les musiques dans les Cahiers d’exercices de danses rédigés 
par Michel Saint-Léon (1777 ?-1853) pour éclairer les particularités de la musique pour les leçons 
de danse dite «la classe» dans la première moitié du XIXe siècle. Les documents sont conservés 
aujourd’hui dans la Bibliothèque-musée de l’Opéra, une branche de la Bibliothèque nationale de 
France. 
　Au cours du XIXe siècle, la classe des compagnies professionnelles de ballet a été accompagnée 
par un joueur de l’instruments à cordes comme violoniste ou altiste, ou par un maître de danse 
qui sait jouer un de ces instruments. Cependant, nous n’avons pas encore éclairé en détail les 
particularités de la musique utilisée en classe. 
　Saint-Léon, auteur des Cahiers, travaillait comme un des membres du corps de ballet ou comme 
figurant au Ballet de l’Opéra de Paris de 1803 à 1817, avant d’entrer dans la cour de la Toscane, 
puis en 1819 dans celle de la famille du Wurtemberg à Stuttgart comme maître de danse. Ces 
Cahiers d’exercices de danses composés de 3 volumes ont été achevés entre 1829 et 1830, époque 
où Saint-Léon enseignait les enfants de la famille du Wurtemberg. Saint-Léon explique chaque 
enchaînement pour les exercices, mais aussi beaucoup de musiques que le maître a utilisées en 
classe. 
　Ainsi, cet article présente tout d’abord, en se référant à deux articles précédents par Noll-
Hammond, la carrière professionnelle de Saint-Léon et puis les détails des documents, et enfin les 
caractéristiques des musiques composées par l’auteur.
　A la fin de notre examen des documents, nous pouvons indiquer les trois particularités ci-dessous:
1. Les tonalités des musiques pour la classe sont limitées, et surtout, les majeurs sont choisis 
considérablement.
2. Près de la moitié des musiques ont l’anacrouse.
3. Les documents comportent les citations musicales des morceaux de l’opéra ou du ballet 
probablement bien connus dans la première moitié du XIXe siècle. 
　Ces trois particularités ont probablement pour but d’atténuer les difficultés du travail du maître 
de danse qui doit guider ses élèves en jouant de l’instrument. En même temps, elles peuvent aussi 














あるいは黙役として、1803 年から 1817 年まで活動していた経歴を持つが、彼はその後、まずトスカー
ナ大公国の宮廷で、続いて 1819 年からはシュトゥットガルトのヴュルテンベルク家の宮廷で、メー
トル・ド・ダンスとして勤務していた。本論で取り上げるのは、サン＝レオンがヴュルテンベルク
家の王子や姫たちのダンスの稽古に従事していた時期の 1829 年から 1830 年にかけて作成された、3
冊から成る資料で、ことばによるステップの説明の他に、稽古の際に使用する音楽が大量に書き込
まれていることが、大きな特徴の一つである。
　そこで本論では、まずノル＝ハモンドの 2 つの論考に基づいて資料作成者であるサン＝レオンの
経歴や資料の詳細を確認し、次に資料に書き込まれた音楽の具体的な内容について検討した。
　その結果として、サン＝レオンの『ダンスの練習帳』においては、以下の 3 点の際立った特徴を
指摘できる。
　　①使用された調の数は限られており、長調の使用が圧倒的に多い。
　　②アウフタクトを伴う曲が半数近い数に上る。
　　③19 世紀前半に流行あるいはよく知られていたと思われるオペラやバレエからの引用がある。
　これらは、自ら伴奏をしながら踊りの指導をしなければならないメートル・ド・ダンスの負荷を
軽減する目的や、ダンスで必要となる動きを踏まえた上で生じる特徴であることが考えられる。
